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で
、
周
知
の
と
お
り
自
然
を
壊
す
危
険
を

は
ら
ん
で
い
る
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
原
子
力

発
電
を
無
く
す
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し

て
い
る
。

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
同
じ
太
陽

光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
て
い
る
。
大
地
を
す
っ
か
り

覆
え
ば
不
毛
の
大
地
に
な
る
。
太
陽
光
を

受
け
や
す
い
よ
う
に
傾
斜
地
に
つ
く
れ
ば

大
雨
で
倒
れ
る
。
架
台
の
強
度
や
基
礎
の

強
度
を
下
げ
た
“
偽
り
の
廉
価
”
仕
様
に

は
注
意
が
必
要
だ
。

ほ
ど
よ
い
日
陰
を
つ
く
る

構
造ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
パ
ネ
ル
は

１
枚
の
面
積
が
小
さ
い
。
そ
の
理
由
は
、

ほ
ど
よ
い
日
陰
を
つ
く
り
、
風
を
逃
す
構

造
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
ソ
ー
ラ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
案
は
、
ド
イ
ツ
の
学
者
が

１
９
８
１
年
に
発
表
し
た
論
文
に
あ
る
。

農
作
物
は
基
本
的
に
強
い
太
陽
光
を
嫌
う

陰
性
植
物
が
多
い
の
で
、
農
業
と
ソ
ー
ラ

ー
発
電
は
両
立
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。

晴
天
時
、
最
も
強
い
太
陽
光
は
10
万
ル

ク
ス
に
達
す
る
が
、
作
物
の
光
飽
和
点
の

デ
ー
タ
で
は
３
万
～
４
万
ル
ク
ス
で
光
飽

和
点
に
達
す
る
も
の
が
多
い
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
は
、
光
飽
和
点

が
な
く
、
光
が
強
い
ほ
ど
良
い
と
さ
れ
て

農
村
経
営
研
究
会
は
２
月
19
日
、
都
内

で
２
０
１
９
年
の
第
１
回
定
例
会
を
開
催

し
た
。
今
回
は
、
本
誌
２
０
１
８
年
12
月

号
に
掲
載
し
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

の
開
発
者
、長
島
彬
氏
を
講
師
に
迎
え
た
。

同
氏
は
農
業
機
械
会
社
を
勤
め
上
げ
た

後
、
03
年
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を

発
想
し
た
。
さ
ら
に
14
年
に
は
、
パ
ネ
ル

を
可
動
式
に
し
た
ス
マ
ー
ト
タ
ー
ン
を
考

案
し
、
現
在
、
そ
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

い
ま
で
は
同
氏
の
技
術
を
活
か
し
、
パ
ネ

ル
の
下
で
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
で

作
業
し
た
り
、
自
然
と
の
共
生
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
農
村
地
域
の
開
発
を
し
た
り
と
い

う
実
践
例
も
あ
る
。今
回
の
講
演
で
は「
自

然
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
信
念

が
感
じ
ら
れ
た
。
以
下
、
講
演
の
な
か
か

ら
、
主
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
開

発
し
た
背
景
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め

た
。
な
お
、
技
術
の
詳
細
は
12
月
号
を
参

照
し
て
ほ
し
い
。

原
子
力
を
無
く
す
た
め
に

発
想人

間
が
火
を
使
い
始
め
て
か
ら
50
万

年
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
産
業
革
命
か
ら

わ
ず
か
２
０
０
年
の
間
に
、
石
炭
か
ら
石

油
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力
や
核
融
合
へ
と
、

人
間
は
目
ま
ぐ
る
し
く
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
手
を
付
け
て
き
た
。
ポ
ス
ト
化
石
燃

料
と
し
て
期
待
さ
れ
た
原
子
力
や
核
融
合

は
、
技
術
的
に
も
未
熟
で
コ
ス
ト
も
膨
大

▲
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い
る
。
し
か
し
、
こ
の
デ
ー
タ
に
は
温
度

や
水
が
計
算
に
入
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
夏
の
暑
い
時
期
、
植
物
は
水
を
蒸

散
し
て
自
分
の
生
命
維
持
に
使
っ
て
し
ま

い
、
光
合
成
を
し
な
く
な
る
。

陸
地
の
植
物
は
、
強
す
ぎ
る
光
を
避
け

よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
植
物
が
も
と
も

と
光
の
弱
い
海
で
生
ま
れ
た
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
光
が
強
い
と
き
、
葉
緑
体
は

ど
う
な
る
か
。
光
が
弱
い
と
き
は
光
に
向

か
っ
て
横
一
列
に
並
ん
で
い
る
の
に
対

し
、
光
が
強
い
と
き
は
光
合
成
を
し
な
い

よ
う
に
光
に
向
か
っ
て
縦
一
列
に
並
び
、

光
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
農
学
博
士

に
よ
る
と
、
光
合
成
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
は
日
陰
に
な
っ
て
い
る
内
側
の
葉
で
あ

っ
て
、
外
側
の
葉
は
日
陰
を
つ
く
る
役
割

を
し
て
い
る
。
私
は
実
際
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
栽
培
試
験
を
行
な
い
、
ほ
ど
よ
い
日

陰
の
下
の
成
長
が
良
い
こ
と
を
実
証
し

た
。ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
パ
ネ

ル
の
面
積
を
小
さ
く
し
て
圃
場
を
覆
う
面

積
を
３
分
の
１
に
し
、「
木
洩
れ
日
の
よ

う
な
光
」
を
作
物
に
与
え
る
。
遮
光
率
が

高
す
ぎ
る
と
減
収
に
な
る
場
合
が
あ
る

が
、
原
則
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
作
物
の
収
量
は
減
ら
な
い
。

風
を
逃
が
す
構
造

ド
イ
ツ
の
学
者
の
論
文
で
は
、
強
度
に

問
題
が
あ
っ
た
。
03
年
に
開
発
を
始
め
た

「ソーラーシェアリングの技術と理論～農業経営と地域開発の手段として」
講師：長島彬氏　ソーラーシェアリングを推進する会／CHO技術研究所
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と
き
、
い
か
に
強
風
に
耐
え
る
か
と
い
う

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
思
い
つ
い
た

の
は
、
パ
ネ
ル
を
水
平
に
し
て
風
を
逃
が

す
と
い
う
も
の
だ
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
風
が
吹
い
て
も
浮
き
上
が
っ
て
飛

ば
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

問
題
は
巨
大
台
風
の
と
き
の
強
風
に
い

か
に
耐
え
る
か
。
強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ

る
と
い
う
失
敗
事
例
は
、
計
算
が
不
十
分

な
こ
と
に
よ
る
。
風
に
よ
っ
て
パ
ネ
ル
に

か
か
る
負
荷
は
風
荷
重
（
単
位
は
ニ
ュ
ー

ト
ン
）
と
呼
ば
れ
る
。
私
は
、
パ
ネ
ル
面

積
１
㎡
、
風
力
係
数
１
と
し
た
場
合
、
最

大
瞬
間
風
速
ご
と
に
風
荷
重
が
分
か
る
基

礎
グ
ラ
フ
を
公
開
し
、
そ
れ
を
基
に
簡
単

に
強
度
を
割
り
出
せ
る
よ
う
に
し
た
。
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
場
合
、
建
築
学

に
用
い
ら
れ
る
計
算
方
法
で
は
な
く
、
物

理
学
の
計
算
方
法
を
用
い
て
、
翼
の
計
算

の
よ
う
に
風
で
浮
き
上
が
る
力
を
決
め
る

揚
力
係
数
と
、
押
さ
れ
る
力
を
決
め
る
抗

力
係
数
と
を
分
け
て
計
算
す
る
必
要
が
あ

る
。計

算
上
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
３
分
の
１

の
パ
ネ
ル
面
積
に
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で

風
荷
重
は
３
分
の
１
に
な
る
。
さ
ら
に
水

平
に
す
れ
ば
風
力
係
数
が
５
分
の
１
に
な

る
の
で
、
掛
け
る
と
15
分
の
１
に
ま
で
小

さ
く
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

強
風
の
と
き
は
水
平
に
、
普
段
は
採
光

の
効
率
を
よ
く
す
る
た
め
30
度
の
角
度
に

し
、
太
陽
の
動
き
に
合
わ
せ
て
１
時
間
に

一
度
、
パ
ネ
ル
を
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
で

回
転
、
発
電
量
を
増
加
さ
せ
て
コ
ス
ト
の

上
昇
を
カ
バ
ー
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
こ

れ
が
可
動
式
の
ス
マ
ー
ト
タ
ー
ン
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。

農
業
に
と
っ
て
は
、
土
地
、
水
、
空
気
、

太
陽
光
は
お
金
を
生
む
財
産
で
あ
る
。
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
収
入
を
得
て
、

パ
ネ
ル
の
下
で
は
、
日
本
の
狭
い
農
地
を

活
か
し
た
有
機
栽
培
、
つ
ま
り
、
精
密
農

業
で
美
味
し
い
作
物
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
日
本
農
業
の
維
持
発
展
に
貢
献
で
き

る
。
農
水
省
も
13
年
に
認
め
、
18
年
５
月

に
は
農
地
転
用
を
10
年
に
延
期
し
た
。

必
要
な
電
力
量
を
考
え
る
と
、
現
在
、

世
界
の
石
油
使
用
量
は
約
１
２
０
億
ｔ
。

太
陽
光
発
電
で
同
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
１
３
０
０
㎞
四
方
。
ソ

ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
は
農
地
の
約
18

％
に
当
た
る
。
日
本
で
は
、
１
０
０
㎞
四

方
の
農
地
に
な
る
計
算
だ
。

従
来
、
電
力
発
電
は
電
力
会
社
が
や
る

も
の
だ
っ
た
が
、
い
ま
は
誰
で
も
参
画
で

き
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
逆
風

し
か
し
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
は
逆
風
が

吹
い
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。

再
エ
ネ
の
将
来
の
調
達
価
格
を
決
め
る

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
調
達
価
格
等
算
定

委
員
会
「
平
成
31
年
度
以
降
の
調
達
価
格

等
に
関
す
る
意
見
」
に
お
い
て
、
太
陽
光

発
電
の
調
達
価
格
の
低
減
を
国
内
外
の
状

況
を
踏
ま
え
て
前
倒
し
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
、
20
年
は
14
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
に
、
30
年

に
は
７
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
の
目
標
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
電
気
ガ
ス
取
引

監
視
委
員
会
の
「
送
配

電
網
の
維
持
・
運
用
費

用
の
負
担
の
在
り
方
検

討 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
」
の
18
年
６
月
の

建
議
で
は
、
従
来
、
小

売
り
側
に
使
用
量
に
比

例
す
る
か
た
ち
で
求
め

て
い
た
託
送
料
を
、
今

後
は
発
電
側
に
１
割
の

負
担
を
課
す
案
が
示
さ

れ
て
い
る
。
発
電
所
の

最
大
出
力
に
よ
っ
て
決

め
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
定
出
力
の
原
子
力
に

は
有
利
に
働
き
、
風
力

や
太
陽
光
発
電
に
著
し

く
不
利
な
制
度
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
逆
風
を
認

識
し
た
な
か
で
、
今
後

い
か
に
対
処
す
べ
き
か
。

真
剣
に
考
え
て
声
を
挙

げ
る
べ
き
と
き
が
来
て

い
る
。
世
界
は
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
と
い
う
追

い
風
も
あ
る
。
い
ま
こ

そ
孫
子
に
胸
を
張
っ
て
残
せ
る
も
の
は
何

か
、
電
力
会
社
の
Ｏ
Ｂ
や
識
者
を
含
め
英

知
を
集
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
談
）�

（
平
井
ゆ
か
）

（※）発電側は系統への接続時の初期費用を別途負担しているが、当該費用は託送料金原価には含まれていない。

＜現状＞ 小売（需要側）に100％課金（託送料金の原価総額は小売から全額回収）

発　電 送配電 小　売 需要家

発　電 送配電 小　売 需要家

＜今後＞ 託送料金の原価総額は変えず、小売（需要側）と発電側の両方に課金　想定される負担規模（イメージ）小売：発電＝90：10
発電側基本料金
（10）

託送料金の原価総額
（100）

託送料金
（90）

託送料金
（100）

電気料金

電気料金

発電費用

発電費用（既存相対契約は見直し）

電気の流れ

●現行制度上、送配電関連設備の費用は、基本的に、小売電気事業者（需要側）のみが託送料金にて負担。（※）

●送配電関連設備は基本的に最大潮流（kW）に対応できるよう整備されるところ、系統利用者である発電側にも、送配電関連費用に与える
　影響（受益）に応じて、その費用の一部についてkW単位で負担を求めることで、公平・適切な費用負担を実現。これにより、送配電網の効
　率的な利用を促進（電源の設備利用率の向上等）。

発電側基本料金（送配電関連費用の利用者間の負担）

託送料金の原価総額
（100）


